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団体別の措置状況 

  監査対象団体 

  （所管部局） 

監査結果の公表年月日 

（県報の号数） 
監査の結果 講じた措置 

 

 

 

学校法人橘心学園 

（幸手看護専門学校） 

 

(総 務 部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月 30日 

（第 426号） 

【指摘事項】 

 令和３年度私立専門学校授業料等減免費

補助金の事務において、補助金の対象であ

る授業料等の減免の費用の支弁が年度経過

後、１０か月以上遅延したことは不適切で

あった。 

  

 

 学校法人橘心学園に対し、再発防止のため適

正な事務手続きを行うように指導した結果、次

のとおり報告があった。 

・監査で指摘を受けた事項の原因を究明したと

ころ、事務担当者１人での事務作業となり、複

数人による確認体制が構築されていないことか

ら発生したミスであることが判明した。 

・そこで、対象学生の減免額及び進捗状況につ

いて、チェックリストを用いた複数名での確認

体制を義務付けるなど、再発防止策を講じた。 

・さらに、校内で研修会を開き、監査での指摘

事項や再発防止策について周知徹底を図った。 

  

 

 


